
日本思想史学53〈2021〉　160

清
水
光
明
著

『
近
世
日
本
の
政
治
改
革
と
知
識
人

─
中
井
竹
山
と
「
草
茅
危
言
」』

（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
二
〇
年
）

横
山
　
俊
一
郎

　

本
書
は
、
近
世
大
坂
の
儒
学
者
・
中
井
竹
山
が
時
の
老
中
・
松
平
定
信

に
提
出
し
た
献
策
「
草
茅
危
言
」
に
注
目
し
、
そ
の
寛
政
改
革
と
の
関
係
、

さ
ら
に
そ
の
形
成
過
程
お
よ
び
受
容
過
程
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①「
草
茅
危
言
」
に
収
録
さ
れ
た
様
々
な
政
策
構
想
は
、

い
か
な
る
経
緯
と
背
景
の
も
と
に
構
想
さ
れ
た
の
か
、
②
在
野
の
知
識
人

で
あ
る
竹
山
が
献
策
を
通
し
て
民
間
か
ら
幕
府
の
政
治
改
革
に
関
与
し
何

程
か
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
故
な
の

か
、
③「
草
茅
危
言
」
の
政
策
構
想
は
、
寛
政
改
革
に
際
し
て
ど
の
程
度

採
用
さ
れ
、
ど
の
く
ら
い
政
治
を
実
際
に
動
か
す
に
至
っ
た
の
か
、
と
い

っ
た
問
題
を
、
竹
山
が
生
き
た
同
時
代
の
政
治
・
社
会
の
諸
状
況
に
即
し

て
究
明
し
て
い
る
。

　

竹
山
が
学
主
を
つ
と
め
た
懐
徳
堂
は
、
こ
れ
ま
で
「
町
人
思
想
」
を
代

弁
す
る
学
問
所
の
ご
と
く
叙
述
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
こ
の
通
説
に
対
し
、

当
の
竹
山
は
隠
居
す
る
ま
で
「
竹
山
居
士
」
と
い
う
号
を
使
い
続
け
た
よ

う
に
、
仕
官
し
な
い
在
野
の
読
書
人
と
い
う
自
意
識
を
有
し
て
い
た
、
と

指
摘
す
る
。
ま
た
戦
前
以
来
の
懐
徳
堂
研
究
に
共
通
す
る
「
草
茅
危
言
」

派
以
外
に
懐
徳
堂
の
中
井
家
に
も
そ
の
よ
う
な
主
張
が
見
ら
れ
る
と
し
て
、

「
懐
徳
堂
学
派
の
中
井
家
も
ま
た
、
神
主
で
は
な
く
、
仏
式
位
牌
を
用
い

た
『
家
礼
』
実
践
を
主
張
し
て
い
た
」（
二
八
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
著
者
が
引
い
た
中
井
家
の
喪
祭
礼
実
践
手
引
書
『
喪
祭
私

説
』
の
、「
必
ず
し
も
神
主
を
作
る
に
別
に
せ
ず
、
唯
だ
世
俗
の
所
謂
位

牌
を
用
う
る
の
み
」
と
い
う
文
章
は
、
実
は
中
井
竹
山
自
身
の
主
張
で
は

な
く
、
俄
か
に
神
主
を
作
り
得
な
い
人
の
た
め
に
考
え
た
三
宅
石
庵
の
代

替
案
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
井
家
は
神
主
の
使
用
を
求
め
て
い
た
。

念
の
た
め
に
申
し
添
え
て
お
く
。

　

と
も
か
く
、
本
書
は
精
査
さ
れ
た
史
料
に
基
づ
い
て
緻
密
に
考
察
し
、

近
世
日
本
社
会
と
儀
礼
に
関
わ
る
先
学
の
仕
事
を
あ
た
う
限
り
掬
い
上
げ
、

意
欲
的
な
お
か
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
論
述
を
行
な
っ
て
い
る
好
著
で
あ

る
。
心
よ
り
お
薦
め
す
る
。

�

（
国
立
台
湾
大
学
副
教
授
）
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161　書　評

の
扱
い
の
少
な
さ
に
つ
い
て
は
、「
大
阪
文
化
の
復
興
」
と
い
う
問
題
意

識
や
そ
れ
を
背
景
と
し
た
懐
徳
堂
顕
彰
の
傾
向
に
規
定
さ
れ
て
き
た
、
と

主
張
す
る
。

　

序
章
「
近
世
中
後
期
の
政
治
・
社
会
と
知
識
人

─
「
居
士
」・
中
井

竹
山
と
「
草
茅
危
言
」
の
挑
戦
」
で
は
、
研
究
史
の
整
理
と
課
題
の
設
定

を
試
み
て
い
る
。

　

ま
ず
研
究
史
の
整
理
で
は
、
著
者
は
、
⒜「
民
俗
と
秩
序
と
の
対
抗
」

と
い
う
図
式
か
ら
「
草
茅
危
言
」
の
宗
教
や
習
俗
に
関
わ
る
政
策
構
想
を

考
察
し
た
安
丸
良
夫
の
研
究
、
⒝「
商
人
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
観
点
か
ら

「
草
茅
危
言
」
の
内
容
の
包
括
的
な
整
理
・
把
握
を
目
指
し
た
テ
ツ
オ
・

ナ
ジ
タ
の
研
究
、
⒞
十
八
世
紀
末
の
画
期
性
（
列
強
ロ
シ
ア
と
の
接
触
、
大

政
委
任
論
の
登
場
等
）
に
着
目
し
た
日
本
政
治
史
研
究
者
に
よ
る
「
草
茅

危
言
」
研
究
、
の
三
つ
の
潮
流
に
と
り
わ
け
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
⒜
お

よ
び
⒝
が
十
八
世
紀
の
政
治
・
社
会
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
「
草
茅

危
言
」
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
、
⒞
が
社
会
の
諸
状
況
や
知
識
人

の
認
識
・
言
説
・
政
策
構
想
等
を
も
包
括
的
に
含
み
込
ん
だ
政
治
史
を
模

索
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
こ
れ
ら
の
長
所
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を

表
明
す
る
。

　

次
に
課
題
の
設
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
〈「
草
茅
危
言
」
と
寛
政
改
革

の
関
係
〉、〈「
草
茅
危
言
」
の
形
成
過
程
〉、〈「
草
茅
危
言
」
の
受
容
過

程
〉、
と
い
う
三
項
目
に
分
け
て
言
及
し
て
い
る
。

　

一
つ
め
の
〈「
草
茅
危
言
」
と
寛
政
改
革
の
関
係
〉
で
は
、「
草
茅
危

言
」
の
各
巻
の
執
筆
年
代
・
提
出
順
序
に
つ
い
て
基
礎
的
な
事
実
関
係
を

確
定
す
る
、
と
い
う
。「
草
茅
危
言
」
の
各
巻
は
、
実
は
現
行
の
順
序
と

は
異
な
る
か
た
ち
で
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
巻
数
も
提
出
の
途
中
で
変

更
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
重
要
な
事
実
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
著
者
が
先

行
研
究
で
未
使
用
で
あ
っ
た
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
竹

山
自
筆
本
「
草
茅
危
言
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
見
出
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　

二
つ
め
の
〈「
草
茅
危
言
」
の
形
成
過
程
〉
で
は
、
先
述
し
た
①
お
よ

び
②
の
問
い
を
検
討
す
る
、
と
い
う
。
そ
の
際
、
①
に
つ
い
て
は
、
女

帝
・
後
桜
町
天
皇
の
治
世
、
田
沼
時
代
の
諸
動
向
、
天
明
の
京
都
大
火
、

光
格
天
皇
の
治
世
、
定
信
イ
メ
ー
ジ
や
著
述
の
社
会
へ
の
流
布
、
ロ
シ
ア

の
接
近
が
社
会
に
も
た
ら
し
た
衝
撃
と
動
揺
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
、
②

に
つ
い
て
は
、
江
戸
を
出
立
し
上
方
（
大
坂
城
・
二
条
城
）
に
一
年
間
在

番
し
た
大
番
頭
・
大
坂
加
番
等
の
為
政
者
た
ち
が
竹
山
に
入
門
・
交
流
す

る
な
か
で
形
成
さ
れ
た
師
弟
関
係
と
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
政
治
的
連
携

の
様
相
に
着
目
す
る
、
と
い
う
。

　

三
つ
め
の
〈「
草
茅
危
言
」
の
受
容
過
程
〉
で
は
、
竹
山
に
よ
っ
て
執

筆
さ
れ
定
信
に
提
出
さ
れ
た
「
草
茅
危
言
」
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
受

容
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
検
討
す
る
、
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、

長
ら
く
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
草
茅
危
言
」
の
朝
廷
改
革
構
想
と

「
近
代
天
皇
像
」
と
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の

前
提
作
業
と
し
て
、
竹
山
自
筆
本
の
「
草
茅
危
言
」
と
各
種
刊
本
の
「
草

茅
危
言
」
と
の
主
要
な
相
違
点
、
寛
政
改
革
終
焉
以
降
に
お
け
る
竹
山
の

「
草
茅
危
言
」
の
取
り
扱
い
方
、
と
い
っ
た
点
に
限
定
し
て
考
察
を
加
え
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る
、
と
い
う
。

　

以
上
の
課
題
設
定
を
踏
ま
え
て
叙
述
さ
れ
た
本
論
の
概
要
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
部
「「
草
茅
危
言
」
を
見
直
す

─
書
誌
学
的
考
察
と
政
治
過
程

分
析
」
で
は
、「
草
茅
危
言
」
と
寛
政
改
革
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
礎
的

な
事
実
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
第
一
章
、
第
二
章
、

第
三
章
）。

　

第
一
章
「
寛
政
改
革
と
の
関
係

─
各
巻
の
執
筆
年
代
・
提
出
順
序
お

よ
び
関
連
文
書
の
検
討
か
ら
」
で
は
、
竹
山
は
天
明
八
年
十
一
月
に
「
草

茅
危
言
」
の
巻
之
下
を
提
出
し
た
後
、
定
信
の
側
近
に
密
書
を
提
出
し
て

大
坂
に
お
け
る
玉
造
稲
荷
の
砂
持
を
中
止
に
導
き
、
さ
ら
に
寛
政
二
年
冬

に
巻
之
一
、
同
三
年
初
頭
に
巻
之
二
、
同
三
年
半
ば
に
巻
之
三
、
同
三
年

冬
に
巻
之
四
を
提
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
二
章
「
為
政
者
た
ち
の
接
近

─
寛
政
元
年
の
政
治
過
程
を
中
心

に
」
で
は
、
幕
府
の
要
職
へ
の
昇
進
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
き
た
大
坂
城
代
・

堀
田
正
順
お
よ
び
老
中
・
松
平
乗
完
が
、
定
信
の
心
証
を
良
く
す
る
た
め
、

「
草
茅
危
言
」
を
執
筆
し
て
い
た
竹
山
に
接
近
し
た
様
子
を
実
証
し
て
い

る
。

　

第
三
章
「
書
誌
学
的
考
察

─
竹
山
自
筆
本
の
検
討
か
ら
」
で
は
、
竹

山
は
「
草
茅
危
言
」
の
巻
之
下
を
提
出
し
た
時
点
で
は
、
上
・
下
二
巻
な

い
し
上
・
中
・
下
三
巻
の
構
想
で
あ
っ
た
が
、
書
き
進
め
る
う
ち
に
上
・

中
（
乾
・
坤
二
巻
）・
下
の
四
巻
に
膨
れ
上
が
っ
た
た
め
、
寛
政
元
年
に

上
・
中
・
下
に
よ
る
構
想
そ
れ
自
体
を
変
え
て
全
五
巻
と
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
部
「
田
沼
時
代
か
ら
の
射
程

─
「
草
茅
危
言
」
の
形
成
史
と
政

治
・
社
会
⑴
」
で
は
、
田
沼
時
代
（
一
七
五
一
─
八
七
）
の
政
治
・
社
会

を
竹
山
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
そ
の
上
で
い
か
な
る
政
策
構
想
を
考
え
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
「
草
茅
危
言
」
の
諸
構
想
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

か
と
い
う
点
を
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
検
討
し
て
い
る
（
第
四
章
、
第
五
章
、

第
六
章
）。

　

第
四
章
「
女
帝
を
詠
む

─
後
桜
町
天
皇
の
十
年
間
と
政
策
構
想
の
模

索
」
で
は
、
竹
山
の
後
桜
町
天
皇
に
対
す
る
認
識
お
よ
び
そ
の
政
策
構
想

と
の
関
わ
り
を
考
察
し
、「
草
茅
危
言
」
に
記
さ
れ
た
朝
廷
改
革
構
想
は

後
桜
町
天
皇
の
時
代
の
経
験
や
見
聞
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

第
五
章
「
大
番
頭
・
加
番
と
の
交
流

─
師
弟
関
係
の
構
築
か
ら
政
治

的
連
携
へ
」
で
は
、
竹
山
の
大
番
頭
や
大
坂
加
番
と
の
交
流
状
況
を
考
察

し
、
将
来
老
中
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
友
人
の
遺
児
で
父
と
同
じ

く
大
番
頭
を
つ
と
め
た
堀
田
正
穀
と
の
交
流
が
、
寛
政
改
革
へ
の
関
与
や

「
逸
史
」
の
幕
府
へ
の
献
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　

第
六
章
「
科
挙
と
察
挙

─
人
材
登
用
制
度
の
模
索
と
東
ア
ジ
ア
」
で

は
、
竹
山
は
中
国
宋
代
の
朱
熹
や
呂
祖
謙
、
前
世
代
の
知
識
人
で
あ
る
室

鳩
巣
や
雨
森
芳
洲
の
議
論
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
一
貫
し
て
漢
代
の
察
挙
制

度
に
依
拠
し
て
人
材
登
用
の
方
法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
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第
Ⅲ
部
「
寛
政
改
革
期
の
諸
相

─
「
草
茅
危
言
」
の
形
成
史
と
政

治
・
社
会
⑵
」
で
は
、
寛
政
改
革
期
（
一
七
八
七
─
九
三
）
の
政
治
・
社

会

─
と
り
わ
け
、
定
信
の
統
治
や
政
策
、
対
外
関
係

─
を
竹
山
は
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
そ
の
上
で
い
か
な
る
政
策
構
想
を
考
え
た
の
か
と
い

う
点
を
多
面
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
（
第
七
章
、
第
八
章
、
第
九

章
）。

　

第
七
章
「「
御
新
政
」
と
「
災
後
」

─
天
明
の
京
都
大
火
と
政
策
構

想
の
模
索
」
で
は
、「
草
茅
危
言
」
の
議
論
の
前
提
に
は
定
信
へ
の
期
待

に
加
え
て
光
格
天
皇
・
朝
廷
の
存
在
感
の
増
大
が
あ
り
、
さ
ら
に
竹
山
は

定
信
が
大
政
委
任
論
者
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
自
説
を
展
開
し
た
こ
と
を

実
証
し
て
い
る
。

　

第
八
章
「
松
平
定
信
を
語
る

─
政
治
情
報
と
献
策
」
で
は
、
竹
山
の

著
作
「
天
明
盛
事
」
の
考
察
を
通
し
て
、
と
く
に
白
河
藩
世
子
時
代
か
ら

同
藩
主
時
代
の
定
信
を
め
ぐ
る
情
報
と
挿
話
が
、「
草
茅
危
言
」
の
政
策

構
想
を
構
築
す
る
う
え
で
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
九
章
「
ロ
シ
ア
の
出
現
と
そ
の
波
紋

─
対
外
認
識
と
政
策
構
想
」

で
は
、
竹
山
は
「
赤
蝦
夷
」
の
語
の
由
来
や
北
方
の
諸
勢
力
・
諸
集
団
の

状
況
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
侵
攻
の
風

聞
に
対
す
る
竹
山
と
古
賀
精
里
の
対
話
の
ズ
レ
が
精
里
の
思
想
形
成
や
ロ

シ
ア
研
究
の
原
点
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
Ⅳ
部
「
政
治
改
革
の
終
焉
と
「
草
茅
危
言
」
の
行
方

─
「
立
言
以

治
人
」
の
思
想
」
で
は
、
寛
政
改
革
の
終
焉
後
に
、
竹
山
は
政
治
・
社
会

に
つ
い
て
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
し
た
の
か
、
そ
し
て
「
草
茅
危
言
」
を

ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
と
い
っ
た
点
を
考
察
し
て
い
る
（
第
十
章
、
第

十
一
章
）。

　

第
十
章
「
寛
政
改
革
の
終
焉
と
竹
山
の
そ
の
後

─
「
立
言
以
治
人
」

の
思
想
」
で
は
、
定
信
の
失
脚
後
、
竹
山
は
幕
府
の
政
治
と
や
や
距
離
を

取
り
、
一
方
で
諸
藩
へ
の
政
策
提
言
を
通
し
て
日
本
全
体
の
建
て
直
し
を

図
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
中
で
信
頼
す
る
ご
く
少
数
の
諸
藩
の
関

係
者
に
は
「
草
茅
危
言
」
を
内
密
に
送
付
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

　

第
十
一
章
「「
集
大
成
」
へ

─
竹
山
の
晩
年
と
「
逸
史
」
献
上
」
で

は
、
竹
山
が
「
逸
史
」
献
上
に
至
る
経
緯
に
は
そ
の
息
子
・
中
井
蕉
園
を

介
し
て
大
番
頭
・
市
橋
長
昭
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
、
竹
山
は
「
史
局
」

総
裁
の
依
頼
は
固
辞
し
た
が
、
他
方
で
幕
府
の
歴
史
書
編
纂
事
業
に
つ
い

て
は
政
策
提
言
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
本
論
の
の
ち
、
著
者
は
終
章
「
寛
政
改
革
か
ら
明
治
維
新
へ
」

に
お
い
て
、
成
果
・
課
題
の
総
括
と
比
較
史
上
の
論
点
の
抽
出
を
試
み
て

い
る
。
ま
ず
成
果
・
課
題
の
総
括
で
は
、〈「
草
茅
危
言
」
の
形
成
史
と
政

治
・
社
会
〉、〈
寛
政
改
革
期
の
政
治
史
の
図
式
〉、〈
寛
政
改
革
に
お
け
る

「
草
茅
危
言
」
の
機
能
〉、
と
い
う
三
項
目
に
分
け
て
言
及
し
て
い
る
。

　

一
つ
め
の
〈「
草
茅
危
言
」
の
形
成
史
と
政
治
・
社
会
〉
で
は
、
①
の

問
い
に
対
し
、
上
方
に
在
番
し
た
大
番
頭
の
な
か
か
ら
竹
山
に
師
事
し
交

流
す
る
者
が
現
わ
れ
、
そ
の
結
果
期
せ
ず
し
て
竹
山
は
幕
府
の
政
治
改
革

に
関
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
同
時
代
に
朝
儀
の
再
興
に
意
欲
的
な
光

格
天
皇
が
即
位
し
た
こ
と
に
よ
り
、
竹
山
は
「
享
保
中
興
」
以
来
の
政
治
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改
革
の
気
運
の
高
ま
り
を
看
取
し
期
待
し
た
、
と
い
う
。

　

二
つ
め
の
〈
寛
政
改
革
期
の
政
治
史
の
図
式
〉
で
は
、
②
の
問
い
に
対

し
、
幕
府
の
大
番
頭
と
の
持
続
的
な
交
流
が
竹
山
の
政
治
改
革
へ
の
関
与

を
招
来
し
た
点
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
幕
府
の
重
職
に
就
い
た
非
定
信

派
の
為
政
者
た
ち
が
揃
っ
て
竹
山
に
接
近
し
て
き
た
事
実
に
着
目
し
、
こ

う
し
た
広
域
的
な
連
携
関
係
こ
そ
が
在
野
の
知
識
人
に
過
ぎ
な
い
竹
山
が

幕
府
の
政
治
改
革
に
関
与
し
実
際
に
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
主
要

な
要
因
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

三
つ
め
の
〈
寛
政
改
革
に
お
け
る
「
草
茅
危
言
」
の
機
能
〉
で
は
、
③

の
問
い
に
対
し
、
大
政
委
任
論
の
表
明
に
つ
い
て
は
、
定
信
→
竹
山
と
い

う
順
序
で
の
影
響
関
係
で
あ
っ
て
、
竹
山
が
定
信
に
影
響
を
与
え
た
わ
け

で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、
寛
政
元
年
以
降
の
民
間
社
会
へ
の

厳
格
な
統
制
政
策
や
、
同
三
年
以
降
の
武
家
へ
の
文
教
政
策
（
の
一
部
）

に
つ
い
て
は
、
竹
山
の
献
策
「
草
茅
危
言
」
と
そ
れ
に
関
連
す
る
密
書
の

提
出
を
受
け
て
実
行
さ
れ
た
、
と
い
う
。

　

次
に
比
較
史
上
の
論
点
の
抽
出
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
〈
政
治
体
制
と
儒

学
〉、〈
政
治
状
況
と
献
策
〉、〈
政
治
情
報
と
為
政
者
像
〉、
と
い
う
三
項

目
に
分
け
て
言
及
し
て
い
る
。

　

一
つ
め
の
〈
政
治
体
制
と
儒
学
〉
で
は
、
十
八
世
紀
末
以
降
の
日
本
の

政
治
体
制
の
変
容
に
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
人
材
登
用
制
度
を
め
ぐ
る
議

論
が
、
中
国
に
お
け
る
知
識
人
た
ち
の
議
論
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と
に
着

目
し
、
こ
う
し
た
比
較
史
的
な
事
例
が
東
ア
ジ
ア
の
近
世
・
近
代
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
う
る
こ
と
を
提
起
す
る
。

　

二
つ
め
の
〈
政
治
状
況
と
献
策
〉
で
は
、
近
世
日
本
は
隣
国
の
中
国
や

朝
鮮
と
異
な
り
分
権
的
な
政
治
体
制
で
あ
っ
た
た
め
、
知
識
人
た
ち
は
幕

府
・
諸
藩
・
朝
廷
と
い
っ
た
多
く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
献
策
で
き
た
と
し
、

ま
た
竹
山
の
事
例
で
み
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
「
一
治
一
乱
」
的
な
循
環
史

観
の
も
と
に
政
治
状
況
を
認
識
し
献
策
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

三
つ
め
の
〈
政
治
情
報
と
為
政
者
像
〉
で
は
、
竹
山
が
生
き
た
時
代
、

政
治
情
報
の
入
手
と
活
用
は
、
為
政
者
と
そ
の
為
政
者
に
政
策
の
実
施
を

働
き
か
け
る
知
識
人
た
ち
と
の
駆
け
引
き
の
重
要
な
資
源
と
な
っ
て
い
た

と
し
、
ま
た
政
治
情
報
を
前
提
と
し
た
対
外
認
識
に
つ
い
て
は
、
風
聞
に

対
す
る
議
論
が
外
国
研
究
を
進
展
さ
せ
る
要
因
に
な
り
え
た
こ
と
を
重
要

視
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
書
の
最
大
の
功

績
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
事
実
関
係
の
誤
り
を
正
す
こ
と
で
、
新
た
な

歴
史
像
を
再
構
成
し
た
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
著
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

竹
山
の
献
策
「
草
茅
危
言
」
は
、
そ
の
執
筆
年
代
・
提
出
順
序
に
関
し
て

誤
解
や
不
正
確
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
寛
政
改
革
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
な

い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
著
者
が
、
竹
山
自
筆
本
や
当
時
の
政

治
状
況
を
踏
ま
え
て
「
草
茅
危
言
」
を
位
置
づ
け
直
す
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
が
確
か
に
幕
府
の
政
治
改
革
を
推
進
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
方
、
著
者
は
思
想
史
と
政
治
史
の
双
方
の
問
題
意

識
や
考
察
手
法
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
竹
山
に
つ
い
て
は
士
人
と
し
て
の

自
意
識
を
有
す
る
教
養
人
と
捉
え
直
し
、
彼
を
隣
国
の
士
大
夫
や
両
班
と

比
較
で
き
る
存
在
へ
と
昇
華
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
視
野
の
広
さ
に
は
目
を
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見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　

た
だ
気
に
な
る
と
こ
ろ
も
幾
つ
か
存
在
し
た
。
例
え
ば
序
章
に
お
い
て
、

「
草
茅
危
言
」
に
内
在
す
る
「
民
衆
」
の
統
制
と
武
士
の
改
革
の
両
方
の

側
面
が
ど
の
よ
う
な
論
理
と
経
緯
で
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
究
明
す
る
、

と
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
を
通
読
し
て
も
、
そ
の
明
確
な
答
え
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
本
書
は
竹
山
の
政
策
構
想
に
注
目
し
て
い

る
が
、
そ
の
政
策
の
中
身
は
統
制
や
文
教
、
朝
廷
の
分
野
に
偏
っ
て
い
る
。

政
策
と
い
え
ば
一
般
的
に
は
経
済
や
外
交
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の

で
、
一
口
に
政
策
構
想
と
い
う
と
若
干
の
違
和
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
本
書
の
中
心
的
な
課
題
か
ら
離
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ま
た
些

細
な
概
念
上
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
先
述
し
た
本
書
の
功
績
を
損
な
う

も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
本
書
の
成
果
と
私
自
身
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

一
つ
の
展
望
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
実
は
私
は
、
幕
末
期
に
懐

徳
堂
が
衰
微
し
た
時
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
か
た
ち
で
台
頭
し
た
漢
学

塾
・
泊
園
書
院
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
い
わ
ば
ポ
ス
ト
懐
徳
堂
の
大

阪
漢
学
に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
不
思
議
な
現
象
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
幕
末
維
新
期
の
泊
園
書
院
で
は
、
諸
藩

の
教
育
職
に
就
い
た
門
人
の
多
く
が
国
事
に
奔
走
し
た
り
藩
政
の
中
枢
を

担
っ
た
り
し
、
ま
た
明
治
期
に
な
る
と
、
豪
農
・
豪
商
層
の
門
人
の
多
く

が
近
代
企
業
を
創
設
し
た
り
経
営
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

大
阪
漢
学
の
受
容
者
は
、
著
者
の
注
目
す
る
十
八
世
紀
末
以
降
の
政
治
面

の
変
容
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
経
済
面
の
変
容
に
も
貢
献
し
た
人
々
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
泊
園
書
院
に
つ
い
て
は
朱
子
学
を
標
榜
す
る
懐
徳
堂
と
違
っ

て
徂
徠
学
を
奉
じ
て
い
た
の
で
、
大
阪
漢
学
の
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し

て
は
「
社
会
的
機
能
の
増
大
」
に
加
え
て
「
学
派
間
の
新
旧
交
替
」
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
著
者
と
同
じ
く

学
問
所
を
取
り
巻
く
当
時
の
社
会
状
況
や
門
人
動
向
を
考
察
す
る
こ
と
に

よ
り
浮
上
し
て
き
た
課
題
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
や
は

り
複
数
の
学
問
分
野
を
視
野
に
入
れ
た
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
で
見
出
さ

れ
る
も
の
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
幾
つ
か
卑
見

を
述
べ
た
が
、
こ
の
書
評
が
著
者
に
と
っ
て
何
が
し
か
の
参
考
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

�

（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）
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